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１
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良
よ

い指
し

導
どう

者
しゃ

がいないところでは、人々
ひとびと

の生活
せいかつ

は荒
あ

れてしまい、良
よ

い生活
せいかつ

を送
おく

ることができません。 

旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の時
じ

代
だい

、ユダ王国
おうこく

には適切
てきせつ

な（ふさわしい）指
し

導
どう

者
しゃ

がいないときがありました。 

その結果
けっか

、悲
かな

しい出
で

来
き

事
ごと

がおこっていきます。 

今週
こんしゅう

はイザヤ書
しょ

6
ろく

章
しょう

から、適切
てきせつ

な（ふさわしい）指
し

導
どう

者
しゃ

がいることの大切
たいせつ

さを学
まな

びます。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：ウジヤ王
おう

の死
し

 

神殿
しんでん

で香
こう

を炊
た

く奉
ほう

仕
し

をすることが認
みと

められていたのは、アロンの子
し

孫
そん

である祭
さい

司
し

だけでした。 

しかし、ウジヤ王
おう

は祭
さい

司
し

ではないのに、自
じ

分
ぶん

の王
おう

としての権
けん

威
い

（地位
ち い

や強
つよ

い権力
けんりょく

）を誇
ほこ

って（得
とく

意
い

になって見
み

せびらかして）、勝手
かって

に香
こう

を炊
た

いてしまったところ、神様
かみさま

から（ウジヤ王
おう

を）汚
けが

れた者
もの

とされ、重
おも

い皮膚
ひ ふ

病
びょう

にされ

てしまいました。 

一方
いっぽう

で、イザヤは 幻
まぼろし

のうちに神様
かみさま

を見
み

たときに、謙遜
けんそん

（へりくだる・控
ひか

えめな態
たい

度
ど

をとる）になり、自
じ

分
ぶん

の

弱
よわ

さを認
みと

めました。 

すると、天使
てんし

によって清
きよ

められ、イザヤは預
よ

言者
げんしゃ

としての働
はたら

きを任
まか

されたのでした。 

ウジヤ王
おう

の病
びょう

気
き

は、神
かみ

の民
たみ

の道徳的
どうとくてき

（生活
せいかつ

マナーや日
ひ

頃
ごろ

の行
おこな

い）状態
じょうたい

が病
びょう

気
き

のように良
よ

くない状態
じょうたい

で

あることを表
あらわ

しています。 

ウジヤ王
おう

が亡
な

くなると、神
かみ

の民
たみ

には指
し

導者
どうしゃ

がいなくなりました。 

そういうときは外国
がいこく

から攻
せ

められやすいですが、イザヤは全
すべ

てのことが神様
かみさま

の支配
しはい

の中
なか

にあるということを預
よ

言
げん

で示
しめ

され、励
はげ

まされました。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：「聖
せい

なる、聖
せい

なる、聖
せい

なる」（イザヤ6
ろく

：1
いち

− 4
よん

） 

聖書
せいしょ

を書
か

いた多
おお

くの預
よ

言者
げんしゃ

たちは、イザヤのように敵
てき

に苦
くる

しめられているときに 幻
まぼろし

を受
う

けました。 

苦
くる

しみの中
なか

にいるときであっても、神様
かみさま

がすべてを支配
しはい

してくれているということがわかる 幻
まぼろし

は彼
かれ

らにとって

の励
はげ

ましでした。 

ヨハネが黙示録
もくしろく

で書
か

いている天
てん

の神殿
しんでん

の様子
ようす

は、イザヤが 幻
まぼろし

でみたものとよく似
に

ています。 



イザヤの預
よ

言
げん

では神様
かみさま

の「聖
きよ

さ」が強 調
きょうちょう

されています。 

神様
かみさま

は聖
きよ

いお方
かた

であり、私
わたし

たちにも聖
きよ

くなることを求
もと

めていますが、悔
く

い改
あらた

めて、信仰
しんこう

をもって神様
かみさま

に従
したが

う人
ひと

には神様
かみさま

から聖
きよ

さが与
あた

えられるのです。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：新
あたら

しい人格
じんかく

（イザヤ6
ろく

：5
：ご

− 7
なな

） 

イザヤは大祭
だいさい

司
し

ではなく、香
こう

も炊
た

いていなかったので、普
ふ

通
つう

であれば神様
かみさま

の栄光
えいこう

を見
み

たら死
し

んでしまうところで

したが、イザヤは自
じ

分
ぶん

の罪
つみ

を認
みと

めて叫
さけ

んだため、命
いのち

を落
お

としませんでした。 

そして、セラフィム（天
てん

使
し

）が燃
も

える炭
すみ

火
び

でイザヤのくちびるに触
ふ

れます。 

熱々
あつあつ

の炭
すみ

火
び

で焼
や

くことは、清
きよ

めを表
あらわ

します。 

これはただイザヤの汚
けが

れを清
きよ

めるだけではなく、イザヤを聖
せい

なる者
もの

にしたのです。 

これによってイザヤは神
かみ

の預
よ

言者
げんしゃ

として心
こころ

を燃
も

やすようになります。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：神
かみ

による任命
にんめい

（イザヤ6
ろく

： 8
 ：はち

） 

清
きよ

められたあと、イザヤは神
かみ

の代表者
だいひょうしゃ

として神
かみ

の民
たみ

のもとへと遣
つか

わされます。 

イザヤ書
しょ

では6
ろく

章
しょう

で預
よ

言者
げんしゃ

として召
め

されますが、イザヤはその前
まえ

から宣教
せんきょう

の働
はたら

きをしていました。 

普
ふ

通
つう

は預
よ

言者
げんしゃ

になるのにふさわしい人
ひと

を、神様
かみさま

が選
えら

んで告
つ

げられることが多
おお

いのですが、イザヤの場
ば

合
あい

は、「誰
だれ

を遣
つか

わすべきか」（イザ6
ろく

： 8
 ：はち

）の神様
かみさま

の問
と

いかけに対して、「わたしがここにおります」と自
じ

分
ぶん

から手
て

をあげてい

ます。 

6
ろく

章
しょう

でイザヤの使
し

命
めい

を再
さい

確認
かくにん

させているのです。 

イザヤもヨハネも、 幻
まぼろし

のうちにキリストを見
み

ています。 

しかもそれは、苦
くる

しめられ、血
ち

を流
なが

している姿
すがた

のキリストです。 

十字
じゅうじ

架
か

の場
ば

面
めん

を心
こころ

にとめることが大切
たいせつ

であることを表
あらわ

しています。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：驚
おどろ

くべき勧告
かんこく

（イザヤ6
ろく

： 9
 ：きゅう

− 1 3
じゅうさん

） 

神様
かみさま

がイザヤを再
さい

度
ど

任命
にんめい

したのは、神様
かみさま

が誰
だれ

一人
ひとり

として、滅
ほろ

びることを望
のぞ

んでいないということを民
たみ

に伝
つた

える

ためでした。 

そして、イエス様
さま

がこの世
よ

に送
おく

られたのも同
おな

じ理
り

由
ゆう

です。 

ところが、この神様
かみさま

の呼
よ

びかけに対
たい

して※１頑
かたく

なに拒
こば

む人
ひと

たちもいます。 

そんな人
ひと

たちの悔
く

い改
あらた

めのために、神様
かみさま

は何度
なんど

も訴
うった

えかけるのです。 

神様
かみさま

に従
したが

う人
ひと

たちの使
し

命
めい

は、神様
かみさま

の訴
うった

えを※２拒
こば

む人
ひと

たちが悔
く

い改
あらた

めることのできるように公平
こうへい

なチャンス

を与
あた

えることにあります。 

何
なん

度
ど

も何
なん

度
ど

もわたしたちが訴
うった

えかけることで、※３頑
かたく

なな人たちには神様
かみさま

の警告
けいこく

（事前
じぜん

に知
し

らせる）をきくチャ

ンスが与
あた

えられます。 



わたしたちも時々
ときどき

、聖霊
せいれい

に対
たい

して※３頑
かたく

なになってしまう時
とき

があるかもしれません。 

そのような時
とき

があっても、神様
かみさま

は何度
なんど

も何度
なんど

もわたしたちに訴
うった

えかけてくださいます。 

イザヤは預言
よげん

を通
とお

して私
わたし

たちにとって一番
いちばん

素晴
す ば

らしい指
し

導者
どうしゃ

であるイエス様
さま

を指
さ

し示
しめ

してくださったのです。

ですから、イエス様
さま

に全
すべ

てを委
ゆだ

ねることができるようになりたいです。 

 

※１頑
かたく

なに拒
こば

む：強
つよ

く拒
こば

む 

※２拒
こば

む：断
ことわ

る 

※３頑
かたく

な：聞
き

こうとしない様子
ようす

 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

ネヘミヤが祈
いの

りの人
ひと

であったことは忘
わす

れてはなりません。 

エズラもネヘミヤも王
おう

の助
たす

けがなければ何
なに

も成
な

し遂
と

げられませんでした。 

しかし、神様
かみさま

の働
はたら

きによって王
おう

の心
こころ

が変
か

えられていったのです。 

そして、それだけでなく、「自
じ

分
ぶん

には何
なに

ができるのか」、ということもよく考
かんが

える必要
ひつよう

があります。 


